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部会長 新堀 光男 
交通安全・防災防犯部会の取り組みテーマ 
 

 掛川第五地区まちづくり協議会の各種活動を推進するため６つの部会が設置され「交

通安全・防災防犯部会」もその１つとして開設されました。 

 部会の活動(テーマ)を決めるに当り、全国各地で登下校時における悲惨な交通事故が

起こり、尊い命が奪われ大変痛ましいニュースが報告されているのに着目ました。 

テーマ１について、第五地区の安全安心なまちづくりを推進するため、真っ先に未来を

担う「こども達の安全を守る」ため「登下校時の見守り活動」を最優先として取り組む

ことといたしました。 

テーマ２の「防災・防犯マップの作成、危険箇所の啓発、交通環境の点検」も第五地区の大変

重要な問題です。地区の中央を流れる２級河川逆川・倉真川が昭和５７年の七夕豪雨時

には河川が氾濫し、床上浸水家屋が発生するなど大きな被害が発生しています。最近で

も倉真川が氾濫危険水位に達し、七日町・二瀬川地区で浸水家屋が発生しました。近年

の異常気象による豪雨の頻度も多くなってきています。 

 さらには起きてもおかしくない「東海・東南海連動地震の大規模地震」では､掛川市

内だけでも死者８００人が想定されています。このような大規模地震に対する避難訓練

を毎年実施していますが、私たちの第五地区から一人の死者も出さないような防災計画

の再点検が必要と思われます。 

また近年、事故・犯罪件数も都市化が進み増え喫緊の課題となっていますが、「交通安

全・防災防犯部会」では初年度の取り組みとして「登下校時の見守り活動」を最優先と

いたしました。テーマ２につきましても今後、順次進めていくこととしています。 

 

 

平成２９年度の活動総括及び成果 
 

第五地区のまちづくり協議会「交通安全・防災防犯部会」は始まったばかりです。１つ

の計画で全て問題解決することはできません。「登下校時の見守り活動」もアンケート

分析結果から、子供会、ＰＴＡや子供・孫が在学中から継続中の人、学校近隣では忙し

い公務の中で学校の先生方も街頭に立ってくれています。 

現在、１７の個人や団体、計３３人の方で見守り活動を実施していますが、担い手不足

の結果となっています。今回、地域振興部会の「人材バンク登録」と言う素晴らしい事

業計画が提案され、大変多くの方が説明会に参加していただき、私たちの部会にも５人

の方が登録していただきました。 

まだ始まったばかりの第五地区のまちづくり協議会「交通安全・防災防犯部会」ですが、

新潟県では大変痛ましい事件が発生しています。地域で既に取り組まれている現状をご

理解いただくと共に、第五地区の未来を担うこども達に交通事故や犯罪に巻き込まれな

いよう、地域全体で「見守り活動の輪」を広げていきましょう。 
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